
１月５日の２学期後半スタートの放送では、元旦に起こった

「能登半島地震」で亡くなった方々へ全児童、全職員で１分

間黙祷を行いました。日にちが経つにつれ、震災の恐ろしさ

や地震がいつ・どこでおこってもおかしくない国であることを

痛感しています。常日頃、交通安全、環境整備等進めていま

す。地震を想定した訓練も行っていますが、今一度「もしも」

のとき、水や食料、避難場所や集合場所等各ご家庭で確認

をお願いします。

教育目標 ○よく学ぶ子（知） ○明るい子（徳） ○健康な子（体）

令和５年１月１９日（金）
第１４号
那覇市立城西小学校
校長 仲地 千佳

1日（木）小学校入学説明会
１年生４校時授業

2日（金）補習タイム
7日（水）那覇市中学校入学説明会

６年生４校時授業
11日（日）建国記念の日（公休日）
12日（月）振替休日
13日（火）補習タイム
14日（水）沖縄県学力到達度調査（5，6年）
17日（土）PTA作業（全）
19日（月）委員会活動（ありがとう集会）
22日（木）学校評議委員会

保・幼・こ小連絡会①
５年生十三祝い（学年レク）予定

23日（金）天皇誕生日（公休日）
29日（木）卒業を祝う会
※補習タイムが始まります。学年によって下校
時刻に変更があります。学年便り、学級メモ
やスクリレを確実に確認して下さい。

令和６年もはじまって早２０日過ぎました。
その間、各行事を滞りなく行い、あと１週間
に迫った学習発表会に向け、取り組んでいる
ところです。
５年生自然教室では天気にも恵まれ、予定

の活動を全て行う事ができました。ご支援等
ありがとうございました。
学習発表会では日頃の授業の集大成とて、

音楽を中心に国語・体育などの教科目標を達
成する内容、ふるさと首里をおもった歌を取
り入れるなど、参観するみなさんに感動をお
届けできると確信しています。どうぞ、励ま
しの言葉やがんばりを応援いただきますよう
お願いします。

厳かな雰囲気の中、
今年も４～６年生は体育
館で、１，２年生は

教室で席書会を行いました。新年の新たな気持ちと
ともに、字の上達を願い書きました。放送では①中
心をそろえる②横線は右上がり③バランスに気をつ
けて書くようにお話しましたが、練習の成果は出ま
したか？筆を持つ機会がめっきり減りましたね。筆
に必要な毛が入手困難になり値段も高騰しているよ
うです。毎年買い換える前に、日頃の手入れを十分
に行いましょう。よくすすぎ、十分に乾かすだけで
２～３年は持ちます。長持ちさせたいものです。

東日本大震災などで子どもたちの心のケア
サポートに従事された兵庫教育大学名誉教授
富永良喜先生と某小学校のストレスに対応す
るの寸劇形式の授業です。
A君が朝早く教室で勉強をしている→B君が

やってきて「勉強しているの？」と尋ねる→A
君は「うるさいからあっちいってよ」と言う
→B君はどんな対応をするか
①我慢してその場を離れる
②言い返してケンカになる
③冷静になって「あっち行けなんて言わ
れたのは辛いけど、いつもそんなこと
言わないのにどうしたの？」という。
③の問いかけには「問題が解けなくてイラ

イラしていた」と言ってそこからコミュニケ
ーションが生じるとのこと。子どもたちも多
くは③のアサーティブ（他者を尊重した自己
表現）な対応をしたいと言うそうです。どん
なときでも、いわゆる災害等に遭遇した際に
も「立ち向かい方」を考えるようにしたいと
富永教授は答えています。辛いことがあった
ときに乗り越えるためには自分の軸が必要で
す。その軸をしっかり育て、自己肯定感を高
めたいと改めて感じた記事でした。（続く）


